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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

■図書・新着のお知らせ

　    　　　　　　　　  ／学研マーケティング
　　　アマチュア、プロを問わず、スポーツの
　　試合やそこに至るまでの道のりには、ドラ
　　マチックな物語がある。
　　　スポーツ選手たちの感動エピソードを通
　　して、子どもたちに夢と勇気を与える感動
　　のノンフィクション。（全１２巻）

　　　　　　　　鈴木のりたけ／ブロンズ新社
　　　世界一高いタワーは こうしてできた！
　　設計士・鉄工員・エレベーター工・現場
　　監督・とび工・測量工・照明コンサルタン
　　ト他。タワーづくりの現場を、２年半かけ
　　て徹底取材ひみつや情報満載！

　　　　　　　　　　　　　　モリナガ・ヨウ／ポプラ社
　　　高さ400ｍの工事現場って どんなところ？つり荷が回転
　　しない技術って？クレーンはどうやって おりてくるの？鉄骨
　　は、全部で何ピース使われてる？ etc.
　　　この本を読めば、全部 わかる！

■８月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　８月１１日（土）   １４時～14時30分
　★おはなし会　『ライブラリーこぐま』
　　　８月１５日（水）　１４時３０分～１５時
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、手あそびなどをします。

・・・・・・・・・・２３２冊
・・・・・・・・・・・・３，０３６人
・・・・・・・・・・・６，２７２冊

・・・・・・２３人

『スポーツ感動物語』

『しごとば　東京スカイツリー』

　    　　　　　　　　　　　　溝渕 利明　監修／ほるぷ出版
　　　　普段、めったに見ることができない工事現場。
　　　　（全４巻）

　　　　　　　　　　　　　　　　　／学研マーケティング
　　　　お仕事熱血ストーリー。
　　　　映画監督、獣医、カウンセラー、トレーナーなど、
　　　「社会貢献」をテーマに、困難を乗り越えた体験、
　　　仲間との協力、使命を感じた瞬間などのエピソード
　　　を紹介。（全８巻）

　　　　　　　　　　　　　

『見学しよう工事現場』
　～タワー・トンネル・ダム・橋～

『感動する仕事！泣ける仕事！』　

■６月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■多度津町立資料館　夏季企画展『戦争資料展』開催

● ●

●

●

『アンパンマン　アニメギャラリー』（全39巻）　　●

『図解絵本　東京スカイツリー』●

（関連記事……１２P）

●トーク＆すいとんの試食

　戦時中の苦難をしのばせる資料とともに、離れの和室に

おいて『八朔の馬節供（昭和３６年ごろ）の人形一式』を

展示します。

　男児の健やかな成長と出世を願う行事ですが、武運長久

の意味合いを含め、資料の一つとして展示します。

【開催期間】８月１日（水）～８月３１日（金）
【開館時間】９時～１７時（※入館は１６時３０分まで）
【休 館 日】毎週月曜日

　期間中には「トーク＆すいとんの試食」があります。

ご家族やお友達とご一緒に、ぜひご来館ください。　

【日時】８月４日（土）、１８日（土）
　◎トーク「戦争体験者が語る　戦時の生活」
　　　　　　１０時～１１時
　◎すいとん試食
　　　　　　１１時３０分～（先着４０名・無料）
【会　場】多度津町立資料館　１階ロビー　　
【問合せ】多度津町立資料館　☎３３－３３４３
　



3 2

親切・人権親切・人権 SmallKindness・Human Rights
親切・人権親切・人権

SmallKindness・Human Rights

■ 『登録型本人通知制度』をご利用ください
～自分自身の人権を守るためにも、他人の人権を侵害しないためにも～

●登録型本人通知制度とは？
　　この制度は、事前に登録した方に対して、その方の戸籍謄本・抄本や住民票の写しなどの証明書を本人の代理人や第
　三者に交付したとき、証明書を交付したという事実を通知する制度です。戸籍謄本・抄本や住民票の写しなどの不正取
　得による個人の権利侵害の防止を図るために、平成２４年７月１日から実施しています。

●なぜ、このような制度ができたのでしょうか？
　　戸籍謄本・抄本や住民票の写しなどからは、現住所や家族構成、年齢や本籍地などの個人情報を知ることができ、こ
　れが悪用されれば、大変な人権侵害につながります。実際に近年、調査会社の依頼を受けて戸籍や住民票の写しなどを
　大量取得し、その情報を売買していた事件が発生しています。
　　本人が知らないうちに不正取得された個人情報が、結婚や就職の際の身元調査や高齢者世帯への詐欺、ストーカー行
　為などに悪用されることも考えられます。こうした不正取得を防止するために導入されたものです。

●不正取得は、私たちの人権にかかわる問題です。
　　不正取得は、調査会社など不正に個人情報を取得した人だけの問題ではありません。
　　取得を依頼する人がいるから発生するものです。
　　不正取得は、誰にでも起こる可能性があります。さまざまな差別につながる身元調査やプライバシーの侵害、個人情
　報の不正利用などを防ぎましょう。
　　不正取得の早期発見につながり、事実関係の早期究明が期待でき、不正請求を抑止する効果も期待できます。
　　この制度は、あらかじめ登録する必要があります。詳しいことは、多度津町住民課までお問合せください。

８月は「同和問題啓発強調月間」です
◎香川県　　【テーマ】・・・・同和問題に正しい理解と認識を
　　　　　　【重点目標】・・・土地差別問題の解決の推進
　香川県人権啓発推進会議では、１９６５（昭和４０）年８月に「同和対策審議会答申」がなされたことから、８月を
「同和問題啓発強調月間」と定めています。
　この答申では、同和問題が人間の自由と平等に関する問題であり、日本国憲法によって保障された基本的人権にかか
わる課題と定義され、その早急な解決が国の責務であり、同時に国民的課題である、との認識が示されています。
　女性や子ども、高齢者、障がい者への虐待、匿名性を利用したインターネット掲示板での差別的な書込みなど、さま
ざまな人権問題が跡を絶たず、また、新たな人権問題として、宅地建物の取引の場で、高齢者や外国人であることなど
を理由に入居を断られる入居差別やマンション開発などに際して同和地区かどうかを調べる土地差別のほか、原発事故
のあった県からの避難者に対する根拠のない差別が発生しています。
　このようなさまざまな人権の問題を一日も早く解決するために、私たち一人ひとりが、自分自身の問題として向かい
合い正しく理解と認識することが大切です。
　啓発活動として、「人権・同和問題講演会　～土地差別調査事件を通して考える～」を綾歌総合文化会館アイレック
スにおいて、８月９日（木）10時～12時に開催します。また、ポスター・パネル展を県庁ギャラリー（香川県庁東館
１階で７月30日～８月５日）を皮切りに県内各所を巡回します。丸亀、善通寺、仲多度ブロックにおいては、８月27
日午後から８月３１日午前にかけて、多度津町民健康センター1階にて開催します。ぜひご来場のうえ、更に理解と認
識を深められますようお願いします。

　６月６日、『小さな親切』運動多度津町支部の皆さんが、
特別養護老人ホーム『桃陵苑』を訪れ、施設の玄関や建物内
外の窓拭き清掃を行われました

■『小さな親切』運動多度津町支部が
　『桃陵苑』の清掃奉仕

　多度津町役場の「瀬戸内国際芸術祭推進室」の機構新設に
あわせて、６月１５日に、『たどつ木彫研究会桃陵彫同好会』
より看板を寄贈いただきました。

■『たどつ木彫研究会』　
　　　瀬戸内国際芸術祭推進室の看板を寄贈

　多度津高校の電気科と建築科の生徒が、町立資料館の展示
物が見やすくなるようにと、展示台のライトアップと煩雑に
なっていた電気配線の整備を行ってくれました。

　多度津高校では、２０００年３月よりプルタブ・アルミ缶
の回収運動に取り組まれています。
　今回、生徒や保護者・関係者の方々が集めたプルタブ・ア
ルミ缶が８００ｋｇになり、アルミ製の車いすと交換ができ
たので、特別養護老人ホーム『桃陵苑』に寄贈されました。

■多度津高校の生徒
　●多度津町立資料館の電気配線の整備

　６月１日は『人権擁護委員の日』です。
　毎年、全国的な啓発活動が行われ、多度津町の人権擁護委員の方々も、
人権擁護委員制度の周知と人権思想の普及・高揚に努められています。
　今年も町内商業施設でのチラシ・啓発グッズの配布など、様々なＰＲ
活動を行い、人権に関する理解と協力を呼びかけました。

■『人権擁護委員の日』
●『桃陵苑』に車いすを寄贈
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い
ず
れ
も
８
月
１
日
（水）
〜

　
　31
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
８
月
６
日
（月）

　第
34
回
善
通
寺
第
一
高
等
学
校

　
　
　
　管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会

　開
場
18
時
00
分
開
演
18
時
30
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
０

　
　

■『
ひ
だ
ま
り
』８
月
講
習

●
９
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
地
域
包
括
と

　
　
　
　遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

　▽
講
師
＝
地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
老
人
健
康
施
設
８
月
行
事

１
日
（水）
あ
ん
ま
／
13
時

７
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

10
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　

　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

13
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

14
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

15
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

16
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

17
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

21
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

22
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

23
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

24
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

29
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

☆ 文化事業チケット情報 ☆ ■桃陵大学中央講座
　『オカリナコンサート』開催される
　６月２２日（金）、桃陵大学中央講座として「ふるさと
～ｗｉｔｈ　ｙｏｕ」の皆さんによる『オカリナコンサー
ト』が開催されました。桃陵大学としては、初めての試み
でしたが、８０名を超える講座生が参加され、盛大に行わ
れました。
　昔懐かしい唱歌や童謡、昔の歌謡曲などを、時には参加
者全員で歌いながら、オカリナのやさしい音色に聞き入っ
ていました。
　参加者の皆さんは、とても有意義な素晴らしい時間を共
有されていました。

◎ほっとコンサート！Vol.　２
　TRAVELING　Kazuma　Yamamoto　Guitar
　【日　時】９月９日（日）
　　　　　　開場１３時３０分　開演１４時００分
　【料　金】前売１，０００円　当日１，３００円　
　　　　　　（自由席・税込）
　【会　場】町民会館２階　ホワイエ
　♪クラシックギターを奏でる山本一馬のコンサート。
　　オリジナル曲、耳なじみの曲を独自の世界観で綴る
　　音旅行をお楽しみ下さい。

◎劇団四季ミュージカル　『王様の耳はロバの耳』
　【日　時】１１月２５日（日）
　【料　金】Ｓ席４，２００円　Ａ席３，１５０円　
　　　　　　（全席指定・税込）
　【発売日】鑑賞友の会　８月１１日（土）
　　　　　　一　般　　　８月１９日（日）

　【問合せ】多度津町民会館　℡３３－３３３０

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
立
派
な
人
』

　多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
　
　
　会
長

　竹
内

　修
子

　今
回
「
小
さ
な
親
切
作
文
」
へ

の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
何
を
書
か

せ
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い
の
か
思

案
し
て
い
る
時
、
高
松
国
税
庁
の

幹
部
の
方
の
講
演
を
聴
か
せ
て
も

ら
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
私
の
信
条
と
い
う
か
、
考

え
方
に
近
い
お
話
し
で
し
た
の
で
、

そ
れ
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　そ
の
内
容
は
、
笑
顔
を
忘
れ
な

い
。
笑
顔
は
言
葉
よ
り
も
雄
弁
で

あ
る
。
笑
顔
は
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
。

爽
や
か
な
笑
顔
は
相
手
の
心
を
温

か
く
包
む
。
笑
顔
は
ス
ト
レ
ス
解

消
、
血
圧
低
下
、
心
臓
病
へ
の
リ

ス
ク
軽
減
効
果
有
り
。
女
性
に
は

若
々
し
い
顔
を
保
つ
効
果
も
あ
る

と
。「
心
の
ゆ
と
り
」
を
持
つ
。
心

の
ゆ
と
り
と
は
他
人
の
幸
せ
作
り

に
参
加
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、

等
々
。
ま
た
、
別
の
会
合
で
も
、

 

「
作
り
笑
い
で
も
良
い
か
ら
、
笑

顔
を
作
り
な
さ
い
。
大
き
な
声
を

出
し
て
笑
い
な
さ
い
」
と
。
自
分

た
ち
の
経
験
で
も
実
感
と
し
て
、

皆
さ
ま
も
頷
け
る
と
思
い
ま
す
。

日
頃
の
心
が
け
、
人
を
思
い
や
る

心
が
あ
れ
ば
、
自
然
と
人
に
対
し

て
親
切
に
出
来
ま
す
。
半
分
は
自

分
の
幸
せ
の
た
め
、
半
分
は
他
人

の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
出
来
る
と

思
う
の
で
す
。

　小
さ
な
親
切
を
実
行
さ
れ
て
い

る
人
た
ち
の
中
の
、
一
人
の
方
を

紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
方

の
お
名
前
は
、
黌
農
繁
雄
さ
ん
で

す
。
長
い
間
、
家
業
に
精
励
さ
れ
、

六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
自
分
の

技
術
を
生
か
し
て
、
望
ま
れ
て
働

い
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
そ
の
方

の
お
孫
さ
ん
が
、
幼
稚
園
・
小
学

校
に
通
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
毎
日
、
登
下
校
時
に
交
差
点

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
も
頭
が
下
が
り
ま
す
。

立
派
だ
な
ぁ
と
常
々
感
じ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
黌
農
さ
ん
と
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
行
き
か

う
大
人
の
人
に
対
し
て
も
声
を
か

け
挨
拶
さ
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。

声
か
け
を
し
て
も
知
ら
ん
ぷ
り
し

て
通
り
過
ぎ
る
人
も
い
る
。
そ
れ

で
も
話
か
け
る
ん
で
す
よ
、
と
の

こ
と
。
一
〜
二
ヶ
月
経
っ
た
時
、

そ
ん
な
人
が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
い
っ
て
き
ま
す
」「
た
だ

い
ま
」
な
ど
を
言
っ
て
く
れ
た
時

の
嬉
し
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

立
派
な
人
っ
て
い
う
の
は
、
黌
農

さ
ん
み
た
い
な
人
の
こ
と
を
言
う

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

 

『
こ
う
い
う
人
に

　
　
　
　
　私
も
な
り
た
い
』

■
善 

意 

（
６
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

　
中
川
　
文
子
（
北
　
鴨
）

　
小
野
百
合
子
（
　
庄
　
）

　
田
中
　
　
實
（
　
庄
　
）

　
小
国
　
令
子
（
本
　
通
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
大
上
　
雅
彦
（
本
　
通
）

　
大
島
千
恵
子
（
北
　
鴨
）

　
山
口
　
満
晴
（
三
　
井
）

　
安
藤
　
春
子
（
三
豊
市
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
香
川
県
多
度
津
女
性
部
た

　
す
け
あ
い
組
織
あ
ゆ
み
の
会
、

　
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　
す
い
せ
ん
の
会
、
多
度
津
町
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
『
小

　
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津
町
支

　
部
、
山
崎
生
花
店
、
多
度
津
地

　
区
社
協

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
中
筋
ひ
さ
ゑ
（
北
　
鴨
）

　
松
岡
　
　
忠
（
山
　
階
）

　
山
口
　
満
晴
（
三
　
井
）

　
藤
井
　
愼
一
（
東
白
方
）

　
濱
田
ノ
リ
子
（
東
　
浜
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　（
５
月
分
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
丸
尾
ま
ゆ
み
（
本
　
通
）

　
高
徳
　
良
平
（
東
　
浜
）

　
近
藤
喜
代
子
（
三
　
井
）

　
竹
内
　
雅
幸
（
三
　
井
）

　
西
川
　
正
和
（
山
　
階
）

　
三
谷
　
友
昭
（
丸
亀
市
）

　
佐
々
木
民
子
（
　
庄
　
）

　
森
　
　
純
子
（
桜
　
川
）

　
中
　
　
啓
一
（
葛
　
原
）

　
渡
辺
　
時
雄
（
奥
白
方
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
百
々
恵
美
子
（
　
庄
　
）

　
秋
山
　
加
代
（
見
　
立
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
㈱

　
宮
地
サ
ル
ベ
ー
ジ
、
え
が
お
の

　
会
・
ヤ
ッ
ト
セ
ー
保
存
会
、
豊

　
原
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員

　
協
議
会
（
豊
原
Ｄ
）、
木
谷
歯

　
科
医
院

■
平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』

　
小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

　※
学
校
名
・
学
年
等
は
、

　
　
　
　選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

【
多
度
津
小
学
校
】

近
い
外
出

自
動
車
よ
り
も

　自
転
車
で

　
　
　
　４
年

　
　内
田

　愛
澄

地
球
の
た
め
に

　み
ん
な
で
な
る
ん
だ

エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
　
　
　５
年

　
　塩
野

　涼
也

リ
サ
イ
ク
ル

　ゴ
ミ
も
立
派
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　６
年

　
　江
本

　成
輝

お
店
で
は

　ゴ
ミ
削
減
の

エ
コ
バ
ッ
グ

　
　
　
　６
年

　
　香
川

　梨
奈

チケット発売中



5 4

親切・人権親切・人権
SmallKindness・Human Rights

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文
化
教
養

文
化
教
養

■
桃
陵
大
学
８
月
行
事

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
23
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
練
習
会

　場
所
＝
多
度
津
町
武
道
館

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
17
日
（金）
／
９
時

　行
事
＝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　場
所
＝
豊
原
小
学
校
体
育
館

■
老
人
ク
ラ
ブ
８
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
８
日
（水）

　行
事
＝
四
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　場
所
＝
高
知
県

②
日
時
＝
31
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　連
合
会
理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
籐
工
芸

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
書
道
（
硯
岳
会
）

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
＝
い
ず
れ
も
８
月
１
日
（水）
〜

　
　31
日
（金）
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
８
月
６
日
（月）

　第
34
回
善
通
寺
第
一
高
等
学
校

　
　
　
　管
弦
楽
部
定
期
演
奏
会

　開
場
18
時
00
分
開
演
18
時
30
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
０

　
　

■『
ひ
だ
ま
り
』８
月
講
習

●
９
日
（木）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
地
域
包
括
と

　
　
　
　遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』

　▽
講
師
＝
地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
老
人
健
康
施
設
８
月
行
事

１
日
（水）
あ
ん
ま
／
13
時

７
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

10
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　

　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

13
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

14
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

15
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

16
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

17
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

21
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

22
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

23
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

24
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

27
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

28
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

29
日
（水）
買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

☆ 文化事業チケット情報 ☆ ■桃陵大学中央講座
　『オカリナコンサート』開催される
　６月２２日（金）、桃陵大学中央講座として「ふるさと
～ｗｉｔｈ　ｙｏｕ」の皆さんによる『オカリナコンサー
ト』が開催されました。桃陵大学としては、初めての試み
でしたが、８０名を超える講座生が参加され、盛大に行わ
れました。
　昔懐かしい唱歌や童謡、昔の歌謡曲などを、時には参加
者全員で歌いながら、オカリナのやさしい音色に聞き入っ
ていました。
　参加者の皆さんは、とても有意義な素晴らしい時間を共
有されていました。

◎ほっとコンサート！Vol.　２
　TRAVELING　Kazuma　Yamamoto　Guitar
　【日　時】９月９日（日）
　　　　　　開場１３時３０分　開演１４時００分
　【料　金】前売１，０００円　当日１，３００円　
　　　　　　（自由席・税込）
　【会　場】町民会館２階　ホワイエ
　♪クラシックギターを奏でる山本一馬のコンサート。
　　オリジナル曲、耳なじみの曲を独自の世界観で綴る
　　音旅行をお楽しみ下さい。

◎劇団四季ミュージカル　『王様の耳はロバの耳』
　【日　時】１１月２５日（日）
　【料　金】Ｓ席４，２００円　Ａ席３，１５０円　
　　　　　　（全席指定・税込）
　【発売日】鑑賞友の会　８月１１日（土）
　　　　　　一　般　　　８月１９日（日）

　【問合せ】多度津町民会館　℡３３－３３３０

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
立
派
な
人
』

　多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
　
　
　会
長

　竹
内

　修
子

　今
回
「
小
さ
な
親
切
作
文
」
へ

の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
何
を
書
か

せ
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い
の
か
思

案
し
て
い
る
時
、
高
松
国
税
庁
の

幹
部
の
方
の
講
演
を
聴
か
せ
て
も

ら
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
私
の
信
条
と
い
う
か
、
考

え
方
に
近
い
お
話
し
で
し
た
の
で
、

そ
れ
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　そ
の
内
容
は
、
笑
顔
を
忘
れ
な

い
。
笑
顔
は
言
葉
よ
り
も
雄
弁
で

あ
る
。
笑
顔
は
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
。

爽
や
か
な
笑
顔
は
相
手
の
心
を
温

か
く
包
む
。
笑
顔
は
ス
ト
レ
ス
解

消
、
血
圧
低
下
、
心
臓
病
へ
の
リ

ス
ク
軽
減
効
果
有
り
。
女
性
に
は

若
々
し
い
顔
を
保
つ
効
果
も
あ
る

と
。「
心
の
ゆ
と
り
」
を
持
つ
。
心

の
ゆ
と
り
と
は
他
人
の
幸
せ
作
り

に
参
加
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、

等
々
。
ま
た
、
別
の
会
合
で
も
、

 

「
作
り
笑
い
で
も
良
い
か
ら
、
笑

顔
を
作
り
な
さ
い
。
大
き
な
声
を

出
し
て
笑
い
な
さ
い
」
と
。
自
分

た
ち
の
経
験
で
も
実
感
と
し
て
、

皆
さ
ま
も
頷
け
る
と
思
い
ま
す
。

日
頃
の
心
が
け
、
人
を
思
い
や
る

心
が
あ
れ
ば
、
自
然
と
人
に
対
し

て
親
切
に
出
来
ま
す
。
半
分
は
自

分
の
幸
せ
の
た
め
、
半
分
は
他
人

の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
出
来
る
と

思
う
の
で
す
。

　小
さ
な
親
切
を
実
行
さ
れ
て
い

る
人
た
ち
の
中
の
、
一
人
の
方
を

紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
方

の
お
名
前
は
、
黌
農
繁
雄
さ
ん
で

す
。
長
い
間
、
家
業
に
精
励
さ
れ
、

六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
自
分
の

技
術
を
生
か
し
て
、
望
ま
れ
て
働

い
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
そ
の
方

の
お
孫
さ
ん
が
、
幼
稚
園
・
小
学

校
に
通
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
毎
日
、
登
下
校
時
に
交
差
点

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
も
頭
が
下
が
り
ま
す
。

立
派
だ
な
ぁ
と
常
々
感
じ
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
黌
農
さ
ん
と
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
行
き
か

う
大
人
の
人
に
対
し
て
も
声
を
か

け
挨
拶
さ
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。

声
か
け
を
し
て
も
知
ら
ん
ぷ
り
し

て
通
り
過
ぎ
る
人
も
い
る
。
そ
れ

で
も
話
か
け
る
ん
で
す
よ
、
と
の

こ
と
。
一
〜
二
ヶ
月
経
っ
た
時
、

そ
ん
な
人
が
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」「
い
っ
て
き
ま
す
」「
た
だ

い
ま
」
な
ど
を
言
っ
て
く
れ
た
時

の
嬉
し
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

立
派
な
人
っ
て
い
う
の
は
、
黌
農

さ
ん
み
た
い
な
人
の
こ
と
を
言
う

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

 

『
こ
う
い
う
人
に

　
　
　
　
　私
も
な
り
た
い
』

■
善 

意 

（
６
月
分
） 

敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

　
　
　
　
　
　
多
度
津
町
支
部

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

　
中
川
　
文
子
（
北
　
鴨
）

　
小
野
百
合
子
（
　
庄
　
）

　
田
中
　
　
實
（
　
庄
　
）

　
小
国
　
令
子
（
本
　
通
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
大
上
　
雅
彦
（
本
　
通
）

　
大
島
千
恵
子
（
北
　
鴨
）

　
山
口
　
満
晴
（
三
　
井
）

　
安
藤
　
春
子
（
三
豊
市
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
Ｊ
Ａ
香
川
県
多
度
津
女
性
部
た

　
す
け
あ
い
組
織
あ
ゆ
み
の
会
、

　
ひ
ま
わ
り
の
会
、
多
度
津
町
生

　
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

　
す
い
せ
ん
の
会
、
多
度
津
町
シ

　
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
『
小

　
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津
町
支

　
部
、
山
崎
生
花
店
、
多
度
津
地

　
区
社
協

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
中
筋
ひ
さ
ゑ
（
北
　
鴨
）

　
松
岡
　
　
忠
（
山
　
階
）

　
山
口
　
満
晴
（
三
　
井
）

　
藤
井
　
愼
一
（
東
白
方
）

　
濱
田
ノ
リ
子
（
東
　
浜
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　（
５
月
分
）

　
則
包
　
哲
子
（
本
　
通
）

　
丸
尾
ま
ゆ
み
（
本
　
通
）

　
高
徳
　
良
平
（
東
　
浜
）

　
近
藤
喜
代
子
（
三
　
井
）

　
竹
内
　
雅
幸
（
三
　
井
）

　
西
川
　
正
和
（
山
　
階
）

　
三
谷
　
友
昭
（
丸
亀
市
）

　
佐
々
木
民
子
（
　
庄
　
）

　
森
　
　
純
子
（
桜
　
川
）

　
中
　
　
啓
一
（
葛
　
原
）

　
渡
辺
　
時
雄
（
奥
白
方
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
百
々
恵
美
子
（
　
庄
　
）

　
秋
山
　
加
代
（
見
　
立
）

　
読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
㈱

　
宮
地
サ
ル
ベ
ー
ジ
、
え
が
お
の

　
会
・
ヤ
ッ
ト
セ
ー
保
存
会
、
豊

　
原
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、

　
多
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員

　
協
議
会
（
豊
原
Ｄ
）、
木
谷
歯

　
科
医
院

■
平
成
24
年
度
『
環
境
標
語
』

　
小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

　※
学
校
名
・
学
年
等
は
、

　
　
　
　選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

【
多
度
津
小
学
校
】

近
い
外
出

自
動
車
よ
り
も

　自
転
車
で

　
　
　
　４
年

　
　内
田

　愛
澄

地
球
の
た
め
に

　み
ん
な
で
な
る
ん
だ

エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
　
　
　５
年

　
　塩
野

　涼
也

リ
サ
イ
ク
ル

　ゴ
ミ
も
立
派
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
　６
年

　
　江
本

　成
輝

お
店
で
は

　ゴ
ミ
削
減
の

エ
コ
バ
ッ
グ

　
　
　
　６
年

　
　香
川

　梨
奈

チケット発売中
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■
た
ど
つ
俳
壇（
第
57
回
）

　
　
　  

小
西
と
し
じ

　選

【
第
一
席
】

献
穀
田
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
も

祓
は
る
る

　
　家

　中

　
　
　守
屋

　幸
子

〔
評
〕
献
穀
の
神
饌
田
を
尊
ぶ
風

　習
は
現
在
も
つ
づ
く
。
宝
受
姫

　神
な
ど
食
物
を
司
る
神
々
を
祀

　り
お
祓
い
を
し
て
豊
作
を
願
う
。

　当
然
、
神
饌
田
に
生
ま
れ
た
お

　た
ま
じ
ゃ
く
し
も
お
祓
い
を
受

　け
る
こ
と
に
な
る
。
俳
諧
味
の

　あ
る
楽
し
い
一
句
。

【
第
二
席
】

青
嵐
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
降
り
立
て
ば

　
　元

　町

　
　
　岡
部

　富
雄

〔
評
〕
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
ひ
ろ
が

　る
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
頂
上

　へ
。
と
こ
ろ
が
山
頂
に
つ
く
と

　思
い
掛
け
ぬ
青
嵐
に
見
舞
わ
れ

　た
。
万
緑
の
樹
々
が
揺
れ
る
。

　腰
を
か
が
め
て
耐
え
な
が
ら
も

　パ
ノ
ラ
マ
の
様
な
大
展
望
を
満

　喫
す
る
。
青
嵐
の
響
き
迄
聞
こ

　え
て
き
そ
う
な
一
句
。

【
第
三
席
】

誕
生
の
児
に
も
揃
へ
る
夏
帽
子

　
　佐

　柳

　
　
　浜
辺

　忠
志

〔
評
〕
夏
本
番
。
新
し
い
夏
帽
子

　を
家
族
全
員
で
買
い
揃
え
た
。

　生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
に

　も
勿
論
、
一
番
似
合
う
夏
帽
子

　を
買
っ
て
冠
せ
て
み
る
。
母
親

　を
は
じ
め
家
族
の
楽
し
い
笑
い

　声
が
聞
こ
え
る
様
だ
。
微
笑
ま

　し
い
佳
句
。

【
佳

　作
】

青
梅
を
山
と
盛
り
上
げ
道
の
駅

　
　東

　浜

　
　
　小
野
登
志
美

【
佳

　作
】

大
師
像
美
男
に
在
す
新
樹
晴

　
　ま
ん
の
う
町

　大
西
つ
ね
子

■
次
回
た
ど
つ
俳
檀

　
　
第
58
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

　
　
　
　
　
　小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
９
月
15
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
連
盟
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　（
６
月
10
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
ジ
ャ
ン
キ
ー
ズ

　準
優
勝
＝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ツ

●
第
７
回
川
添
リ
バ
ー
ズ
杯
親
善

　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
６
月
24

　日
／
高
松
市
東
部
運
動
公
園
）

　優

　勝
＝

　
　
　豊
原
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ズ

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
）

　（
６
月
10
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
ス
タ
イ
ル

　準
優
勝
＝
ミ
ラ
ク
ル

■
８
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
２
日
〜
４
日
、
７
日
、

　
　８
日
、
10
日
、
11
日
、
17
日
、

　
　18
日
、
21
日
、
22
日
、
24
日
、

　
　25
日
、
28
日
〜
31
日
／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
多
度
津
町
民
卓
球
大
会

　▽
日
時
＝
19
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
四
国
学
年
別
小
学
生
ソ
フ
ト

　
　テ
ニ
ス
大
会
香
川
県
予
選
会

　▽
日
時
＝
25
日
（土）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
記
録
会

　▽
日
時
＝
26
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
四
箇
小
学
校
プ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

《
表
　
　
彰
》

●
四
箇
小
学
校
チ
ー
ム
３
位
入
賞

　６
月
16
日
、
第
47
回
交
通
安
全

子
ど
も
自
転
車
香
川
県
大
会
が
高

松
市
で
開
催
さ
れ
、
四
箇
小
学
校

（
渡
邉
健
司
校
長
）
の
児
童
が
町

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　こ
の
大
会
は
、
香
川
県
交
通
安

全
協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
小

学
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
大
会
で
は
学
科
テ
ス
ト
と
安

全
・
技
術
走
行
競
技
が
行
わ
れ
、

四
箇
小
学
校
チ
ー
ム
は
団
体
の
部

で
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
第
43
回
た
ど
つ
夏
ま
つ
り

●
８
月
４
日
（土）

【
総
お
ど
り
大
会
】

▽
時
間
＝

　
　17
時
30
分
〜

　開
会
式

　
　18
時
20
分
〜

　総
お
ど
り

▽
場
所
＝
町
役
場
周
辺

▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
役
場
第
二

　
　
　駐
車
場
・
町
パ
ー
ク
ア
ン

　
　
　ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
小
学
校
運
動
場

【
花
火
大
会
】

▽
時
間
＝
20
時
30
分
〜

▽
場
所
＝
多
度
津
港

▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
民
野
球
場
・

　
　
　町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
・
町

　
　
　役
場
第
二
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
中
学
校
駐
車
場
・
少
林

　
　
　寺
拳
法
駐
車
場

　

※

総
お
ど
り
大
会
は
、
小
雨
決

　
　行
、
雨
天
中
止
で
す
。

　

※

花
火
大
会
は
小
雨
決
行
。
荒

　
　天
の
場
合
は
８
月
５
日
（日）
に

　
　順
延
し
ま
す
。
な
お
５
日
が

　
　荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　（
当
日
12
時
に
判
断
し
ま
す
。
）

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
か
が
わ
男
女
共
同
参
画

　
　推
進
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　次
の
方
々
が
「
か
が
わ
男
女
共

同
参
画
推
進
員
」
と
し
て
、
香
川

県
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
24
年
５
月
29
日
よ
り
２

年
間
で
す
。

▽
池
内

　靖
子
氏
（
道
福
寺
）

▽
加
々
見

　一
氏
（
本

　通
）

■
平
成
22
年
度
地
籍
調
査
地
区

　
　登
記
事
務
完
了
の
お
知
ら
せ

　平
成
22
年
度
地
籍
調
査
地
区
に

つ
い
て
、
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

よ
り
登
記
事
務
完
了
の
通
知
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
登
記
完
了
日
＝

　
　
　
　平
成
24
年
６
月
22
日

▽
地
区
名
＝

　
　
　
　多
度
津
町
西
港
町

　
　
　
　多
度
津
町
東
港
町

　
　
　
　多
度
津
町
堀
江
五
丁
目

　
　（
多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　地
籍
調
査
係
）

　町おこしの一環として、昨年６月に開所した当館も、多くの方々のご協力により、１歳を迎えることが出来ました。
さらには、本通商店街の中央付近に２号館を開所することが出来ました。
　この両館にて『多度津の八朔人形（旧暦の八月一日　はっさく）』と銘打って、「馬節句」の飾り付けをして展示
しています。また、幸之木神社のお祭り風景や幕末から昭和にかけてのスナップ写真も展示しています。
　旧暦の八月一日、新暦の９月１６～１７日には、
八朔祭りを開催して、お団子のお接待を予定して
います。皆さまのご来館をお待ちしています。
【展示期間】９月３０日まで
【場　　所】本通商店街内
【問 合 せ】代表：関口　☎３２－３４６７

■よっていってやー館『多度津の八朔人形展』

◆ 水は限りある貴重な資源です ◆　　　　　　　　（上下水道課　電話３３―１３００）
　水は生命の源です。私たちの毎日の暮らしや、農業、工業などの産業活動を支える大切な資源です。しかし、この大切な水
もけっして豊富ではなく限りある資源となっています。
　水はちょっとした注意と工夫しだいで節約できますので、水道の上手な使い方について紹介します。
●風呂の残り湯の利用
　小さめの浴槽でも２００リットルの水が入るため、残り湯は捨てないで掃除や洗濯、植木の水やりなどに再利用するよう心
がけましょう。
●手洗い・洗顔は洗面器で
　コップ３杯（約６００ミリリットル）で済む歯磨きも、水を１分間流しっぱなしにするだけで、
１０倍の６リットルも使用します。
●洗濯はためすすぎで
　ためすすぎでは１回２００リットルで済む洗濯も、流しすすぎでは２倍以上の４２０リットルも使います。
●洗車はバケツで
　バケツ洗いでは５杯で済む洗車も、ホースでの流し洗いでは６倍の３０杯以上必要です。

　　水の使用量が多くなるこの８月。皆さん一人ひとりが意識を持って、節水を心がけるようにしましょう！
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■
た
ど
つ
俳
壇（
第
57
回
）

　
　
　  

小
西
と
し
じ

　選

【
第
一
席
】

献
穀
田
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
も

祓
は
る
る

　
　家

　中

　
　
　守
屋

　幸
子

〔
評
〕
献
穀
の
神
饌
田
を
尊
ぶ
風

　習
は
現
在
も
つ
づ
く
。
宝
受
姫

　神
な
ど
食
物
を
司
る
神
々
を
祀

　り
お
祓
い
を
し
て
豊
作
を
願
う
。

　当
然
、
神
饌
田
に
生
ま
れ
た
お

　た
ま
じ
ゃ
く
し
も
お
祓
い
を
受

　け
る
こ
と
に
な
る
。
俳
諧
味
の

　あ
る
楽
し
い
一
句
。

【
第
二
席
】

青
嵐
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
降
り
立
て
ば

　
　元

　町

　
　
　岡
部

　富
雄

〔
評
〕
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
ひ
ろ
が

　る
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
頂
上

　へ
。
と
こ
ろ
が
山
頂
に
つ
く
と

　思
い
掛
け
ぬ
青
嵐
に
見
舞
わ
れ

　た
。
万
緑
の
樹
々
が
揺
れ
る
。

　腰
を
か
が
め
て
耐
え
な
が
ら
も

　パ
ノ
ラ
マ
の
様
な
大
展
望
を
満

　喫
す
る
。
青
嵐
の
響
き
迄
聞
こ

　え
て
き
そ
う
な
一
句
。

【
第
三
席
】

誕
生
の
児
に
も
揃
へ
る
夏
帽
子

　
　佐

　柳

　
　
　浜
辺

　忠
志

〔
評
〕
夏
本
番
。
新
し
い
夏
帽
子

　を
家
族
全
員
で
買
い
揃
え
た
。

　生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
に

　も
勿
論
、
一
番
似
合
う
夏
帽
子

　を
買
っ
て
冠
せ
て
み
る
。
母
親

　を
は
じ
め
家
族
の
楽
し
い
笑
い

　声
が
聞
こ
え
る
様
だ
。
微
笑
ま

　し
い
佳
句
。

【
佳

　作
】

青
梅
を
山
と
盛
り
上
げ
道
の
駅

　
　東

　浜

　
　
　小
野
登
志
美

【
佳

　作
】

大
師
像
美
男
に
在
す
新
樹
晴

　
　ま
ん
の
う
町

　大
西
つ
ね
子

■
次
回
た
ど
つ
俳
檀

　
　
第
58
回
俳
句
作
品
募
集

▽
題
名
＝
当
季
雑
詠

▽
選
者
＝
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人

　
　
　
　
　
　小
西
と
し
じ
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
９
月
15
日
（土）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
連
盟
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　（
６
月
10
日
／
町
民
野
球
場
）

　優

　勝
＝
ジ
ャ
ン
キ
ー
ズ

　準
優
勝
＝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ツ

●
第
７
回
川
添
リ
バ
ー
ズ
杯
親
善

　ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
６
月
24

　日
／
高
松
市
東
部
運
動
公
園
）

　優

　勝
＝

　
　
　豊
原
ウ
ッ
ド
ペ
ッ
カ
ー
ズ

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
）

　（
６
月
10
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
ス
タ
イ
ル

　準
優
勝
＝
ミ
ラ
ク
ル

■
８
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
２
日
〜
４
日
、
７
日
、

　
　８
日
、
10
日
、
11
日
、
17
日
、

　
　18
日
、
21
日
、
22
日
、
24
日
、

　
　25
日
、
28
日
〜
31
日
／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
多
度
津
町
民
卓
球
大
会

　▽
日
時
＝
19
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
四
国
学
年
別
小
学
生
ソ
フ
ト

　
　テ
ニ
ス
大
会
香
川
県
予
選
会

　▽
日
時
＝
25
日
（土）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
記
録
会

　▽
日
時
＝
26
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
四
箇
小
学
校
プ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

《
表
　
　
彰
》

●
四
箇
小
学
校
チ
ー
ム
３
位
入
賞

　６
月
16
日
、
第
47
回
交
通
安
全

子
ど
も
自
転
車
香
川
県
大
会
が
高

松
市
で
開
催
さ
れ
、
四
箇
小
学
校

（
渡
邉
健
司
校
長
）
の
児
童
が
町

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　こ
の
大
会
は
、
香
川
県
交
通
安

全
協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
小

学
生
の
自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
大
会
で
は
学
科
テ
ス
ト
と
安

全
・
技
術
走
行
競
技
が
行
わ
れ
、

四
箇
小
学
校
チ
ー
ム
は
団
体
の
部

で
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
第
43
回
た
ど
つ
夏
ま
つ
り

●
８
月
４
日
（土）

【
総
お
ど
り
大
会
】

▽
時
間
＝

　
　17
時
30
分
〜

　開
会
式

　
　18
時
20
分
〜

　総
お
ど
り

▽
場
所
＝
町
役
場
周
辺

▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
役
場
第
二

　
　
　駐
車
場
・
町
パ
ー
ク
ア
ン

　
　
　ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
小
学
校
運
動
場

【
花
火
大
会
】

▽
時
間
＝
20
時
30
分
〜

▽
場
所
＝
多
度
津
港

▽
臨
時
駐
車
場
＝
町
民
野
球
場
・

　
　
　町
民
健
康
セ
ン
タ
ー
・
町

　
　
　役
場
第
二
駐
車
場
・
多
度

　
　
　津
中
学
校
駐
車
場
・
少
林

　
　
　寺
拳
法
駐
車
場

　

※

総
お
ど
り
大
会
は
、
小
雨
決

　
　行
、
雨
天
中
止
で
す
。

　

※

花
火
大
会
は
小
雨
決
行
。
荒

　
　天
の
場
合
は
８
月
５
日
（日）
に

　
　順
延
し
ま
す
。
な
お
５
日
が

　
　荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　（
当
日
12
時
に
判
断
し
ま
す
。
）

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
か
が
わ
男
女
共
同
参
画

　
　推
進
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　次
の
方
々
が
「
か
が
わ
男
女
共

同
参
画
推
進
員
」
と
し
て
、
香
川

県
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
24
年
５
月
29
日
よ
り
２

年
間
で
す
。

▽
池
内

　靖
子
氏
（
道
福
寺
）

▽
加
々
見

　一
氏
（
本

　通
）

■
平
成
22
年
度
地
籍
調
査
地
区

　
　登
記
事
務
完
了
の
お
知
ら
せ

　平
成
22
年
度
地
籍
調
査
地
区
に

つ
い
て
、
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

よ
り
登
記
事
務
完
了
の
通
知
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
登
記
完
了
日
＝

　
　
　
　平
成
24
年
６
月
22
日

▽
地
区
名
＝

　
　
　
　多
度
津
町
西
港
町

　
　
　
　多
度
津
町
東
港
町

　
　
　
　多
度
津
町
堀
江
五
丁
目

　
　（
多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　
　地
籍
調
査
係
）

　町おこしの一環として、昨年６月に開所した当館も、多くの方々のご協力により、１歳を迎えることが出来ました。
さらには、本通商店街の中央付近に２号館を開所することが出来ました。
　この両館にて『多度津の八朔人形（旧暦の八月一日　はっさく）』と銘打って、「馬節句」の飾り付けをして展示
しています。また、幸之木神社のお祭り風景や幕末から昭和にかけてのスナップ写真も展示しています。
　旧暦の八月一日、新暦の９月１６～１７日には、
八朔祭りを開催して、お団子のお接待を予定して
います。皆さまのご来館をお待ちしています。
【展示期間】９月３０日まで
【場　　所】本通商店街内
【問 合 せ】代表：関口　☎３２－３４６７

■よっていってやー館『多度津の八朔人形展』

◆ 水は限りある貴重な資源です ◆　　　　　　　　（上下水道課　電話３３―１３００）
　水は生命の源です。私たちの毎日の暮らしや、農業、工業などの産業活動を支える大切な資源です。しかし、この大切な水
もけっして豊富ではなく限りある資源となっています。
　水はちょっとした注意と工夫しだいで節約できますので、水道の上手な使い方について紹介します。
●風呂の残り湯の利用
　小さめの浴槽でも２００リットルの水が入るため、残り湯は捨てないで掃除や洗濯、植木の水やりなどに再利用するよう心
がけましょう。
●手洗い・洗顔は洗面器で
　コップ３杯（約６００ミリリットル）で済む歯磨きも、水を１分間流しっぱなしにするだけで、
１０倍の６リットルも使用します。
●洗濯はためすすぎで
　ためすすぎでは１回２００リットルで済む洗濯も、流しすすぎでは２倍以上の４２０リットルも使います。
●洗車はバケツで
　バケツ洗いでは５杯で済む洗車も、ホースでの流し洗いでは６倍の３０杯以上必要です。

　　水の使用量が多くなるこの８月。皆さん一人ひとりが意識を持って、節水を心がけるようにしましょう！
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■
多
度
津
町
ご
み
収
集
指
定
袋
の

　
　
　
　
　
　仕
様
変
更
に
つ
い
て

　昨
年
の
多
度
津
町
ご
み
減
量
化

推
進
委
員
協
議
会
に
て
、
指
定
ご

み
袋
の
材
質
等
の
変
更
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
可
燃
ご
み
袋
の
材
質
が
不
燃
ご

　み
袋
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　

　字
色
（
赤
）
・
厚
さ
は
、
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

●
不
燃
ご
み
袋
の
厚
さ
が
変
わ
り

　ま
す
。

　▽
「
大
」
の
袋

　
　０
．
05
㎜

　↓

　０
．
04
㎜

　▽
「
小
」
の
袋

　
　０
．
04
㎜

　↓

　０
．
03
㎜

　字
色
（
黒
）
は
、
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

※
従
来
の
ご
み
袋
は
、
使
用
（
販

　売
）
で
き
ま
す
。

※
販
売
価
格
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
環
境
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
２
５

　

■
児
童
扶
養
手
当・

　
　特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

●
児
童
扶
養
手
当

　ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
促
進
し
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
児
童
が
18
歳
に
到
達

し
た
年
度
の
３
月
31
日
（
中
程
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
は
20

歳
に
な
る
日
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

▽
支
給
対
象

　
　次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

　る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も

　し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者（
父

　ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

　養
育
し
て
い
る
方
）
。

　①
父
母
が
離
婚
し
、
父
（
母
）

　
　と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

　
　い
児
童

　②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

　③
父
（
母
）
に
重
度
の
障
が
い

　
　の
あ
る
児
童

　④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か

　
　で
な
い
児
童

　⑤
父
（
母
）
に
１
年
以
上
遺
棄

　
　さ
れ
て
い
る
児
童

　⑥
父
（
母
）
が
引
き
続
き
１
年

　
　以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

　
　胎
し
た
児
童

　な
ど

▽
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

　①
児
童
や
申
請
者
が
、
公
的
年

　
　金
を
受
給
で
き
る
場
合

　②
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入

　
　所
し
て
い
る
場
合

　③
事
実
婚
な
ど
の
状
態
に
あ
る

　
　場
合

　な
ど

　手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

福
祉
保
健
課
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
後
、
定
め
ら
れ
た
支

給
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
母
子
家
庭
に
限
り
、
平

成
15
年
３
月
31
日
時
点
で
、
支
給

要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５
年
を
経

過
し
て
い
る
場
合
は
申
請
で
き
ま

せ
ん
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳

未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
、

重
度
ま
た
は
中
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

も
し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者（
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
）に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

▽
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

　①
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由

　
　と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て

　
　い
る
場
合（
児
童
扶
養
手
当
・

　
　児
童
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

　
　当
は
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　の
で
併
給
で
き
ま
す
）

　②
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入

　
　所
し
て
い
る
場
合

　な
ど

　手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

福
祉
保
健
課
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
後
、
定
め
ら
れ
た
支

給
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

　扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

　児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
『
現
況
届
』
を
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

『
所
得
状
況
届
』
を
、
毎
年
８
月

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
現
在
、
所
得
制
限
等
で
全
額

支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
が
必
要
で
す
）

　こ
の
届
は
、
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
対
象
者
に
は
案
内
文
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

　
　技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

　下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工

事
店
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
工
事

の
設
計
・
施
工
に
あ
た
る
責
任
技

術
者
認
定
の
た
め
の
共
通
試
験
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
12
日
（金）
／
14
時
〜

▽
場
所
＝
高
松
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　２
階

　大
ホ
ー
ル

▽
申
込
期
間
＝

　
　
　
　８
月
１
日
（水）
〜
31
日

▽
申
込
場
所
＝
上
下
水
道
課

▽
登
録
の
有
効
期
間
＝

　
　
　町
長
が
定
め
た
日
か
ら

　
　
　平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
受
験
に
関
す
る
申
込
書
や
説
明

　書
、
講
習
会
の
案
内
な
ど
は
上

　下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　現
在
す
で
に
責
任
技
術
者
と
し

　て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
受
験

　す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　多
度
津
町
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
３
０
０

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

●
前
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

　前
納
制
度
は
、
一
定
期
間
分
の

　保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
、

　保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
制
度
で

　す
。
毎
月
保
険
料
を
納
付
す
る

　手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心

　配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
１
年
前
納

　
　４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
を

　
　４
月
末
ま
で
に
納
め
ま
す
。

〔
割
引
額
〕

　①
現
金
納
付
＝
３
，
１
９
０
円

　②
口
座
振
替
＝
３
，
７
７
０
円

▽
６
か
月
前
納

　
　４
月
分
か
ら
９
月
分
を
４
月

　
　末
日
ま
で
に
、
10
月
分
か
ら

　
　翌
年
３
月
分
を
10
月
末
日
ま

　
　で
に
納
め
ま
す
。

〔
割
引
額
〕

　①
現
金
納
付
＝

　
　７
３
０
円

　②
口
座
振
替
＝
１
，
０
２
０
円

※
１
年
分
、
６
か
月
分
以
外
で
も
、

　ご
希
望
の
月
か
ら
前
納
で
き
ま

　す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　年
金
事
務
所
に
お
申
し
出
く
だ

　さ
い
。

●
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

　保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が

　便
利
で
安
心
で
す
。
ま
た
『
早

　収
割
引
制
度
』（
当
月
末
振
替
に

　よ
る
早
割
）
を
申
込
む
と
月
額

　50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
１
年
前

　納
、
６
か
月
前
納
も
現
金
納
付

　よ
り
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

　
　
　お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、

　事
前
に
申
込
み
用
紙
を
提
出
し

　て
い
た
だ
き
、
以
降
、
将
来
の

　保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ

　ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

　カ
ー
ド
会
員
の
方
に
請
求
す
る

　方
法
で
す
。
前
納
割
引
額
は
現

　金
払
い
と
同
じ
で
す
。

　希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事
務
所

　に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
夏
休
み
！

　
　エ
コ
丸
工
房
へ

　
　
　遊
び
に
行
こ
う

　ご
み
処
理
施
設
・
大
画
面
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
・
廃
ビ
ン
再
利
用
の

ガ
ラ
ス
工
房
等
の
自
由
見
学
や
、

「
超
簡
単
！
牛
乳
パ
ッ
ク
紙
と
ん

ぼ
工
作
」
が
で
き
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち

ゃ
ん
が
対
象
で
す
（
一
足
型
８

千
円
）。桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　※
８
月
実
施
は
19
日
（日）
・
26
日
（日）

　※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
電
波
に
関
す
る
ご
相
談

　電
波
適
正
利
用
推
進
員
は
、
総

務
省
四
国
総
合
通
信
局
長
か
ら
電

波
利
用
環
境
に
関
す
る
活
動
に
つ

い
て
、
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
混
信
・
受
信
障
害

な
ど
電
波
の
利
用
に
関
し
て
お
困

り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　電
波
適
正
利
用
推
進
員
協
議
会

　

（金）

http
:/
/
w
w
w
.c
le
a
n
d
e
n
p
a
.

n
e
t/

■一人ひとりの注意で食中毒を予防しましょう　　★８月１日～３１日は食品衛生月間です★
夏は気温や湿度が高く、食中毒が発生しやすい季節です。食中毒は、家庭の食事が原因で発生することが多くありますの
で、予防には、衛生的な食生活と手洗いを心がけることが大切です。

　　　　　　　　　　食品は新鮮ですか？
肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを購入し、必ず消費(賞味)期限を確認しましょう。

　　　　　　　　　　正しく保存していますか？
冷凍や冷蔵の必要なものは、すぐ冷凍庫（－１５℃以下）や冷蔵庫（１０℃以下）へ。

　　　　　　　　　　手洗いをしていますか？
手洗いは簡単で効果的な食中毒の予防法です。調理の下準備、食事前などには必ず手洗いをしましょう。

　　　　　　　　　　調理器具は清潔ですか？
包丁、まな板、ふきんなど使った後はすぐに洗剤と流水でよく洗い流しましょう。
熱湯をかけると消毒効果があります。

　　　　　　　　　　よく加熱して調理していますか？
十分に（中心温度が７５℃以上で１分間以上）加熱しましょう。

　　　　　　　　　　食品をそのままにしていませんか？
食品は温かいものは温かいうちに、冷たいものは冷たいうちに食べましょう。
きれいな器や皿に保存しましょう。早めに食べきり、時間が経ち過ぎたら捨てましょう。

□　チェック１

□　チェック2

□　チェック3

□　チェック4

□　チェック5

□　チェック6
【問合せ】
　　保健センター
　　☎３２－８５００
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■
多
度
津
町
ご
み
収
集
指
定
袋
の

　
　
　
　
　
　仕
様
変
更
に
つ
い
て

　昨
年
の
多
度
津
町
ご
み
減
量
化

推
進
委
員
協
議
会
に
て
、
指
定
ご

み
袋
の
材
質
等
の
変
更
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
可
燃
ご
み
袋
の
材
質
が
不
燃
ご

　み
袋
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　

　字
色
（
赤
）
・
厚
さ
は
、
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

●
不
燃
ご
み
袋
の
厚
さ
が
変
わ
り

　ま
す
。

　▽
「
大
」
の
袋

　
　０
．
05
㎜

　↓

　０
．
04
㎜

　▽
「
小
」
の
袋

　
　０
．
04
㎜

　↓

　０
．
03
㎜

　字
色
（
黒
）
は
、
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

※
従
来
の
ご
み
袋
は
、
使
用
（
販

　売
）
で
き
ま
す
。

※
販
売
価
格
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
環
境
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
２
５

　

■
児
童
扶
養
手
当・

　
　特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

●
児
童
扶
養
手
当

　ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
促
進
し
、
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
児
童
が
18
歳
に
到
達

し
た
年
度
の
３
月
31
日
（
中
程
度

以
上
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
は
20

歳
に
な
る
日
）ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

▽
支
給
対
象

　
　次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

　る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も

　し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者（
父

　ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

　養
育
し
て
い
る
方
）
。

　①
父
母
が
離
婚
し
、
父
（
母
）

　
　と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

　
　い
児
童

　②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

　③
父
（
母
）
に
重
度
の
障
が
い

　
　の
あ
る
児
童

　④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か

　
　で
な
い
児
童

　⑤
父
（
母
）
に
１
年
以
上
遺
棄

　
　さ
れ
て
い
る
児
童

　⑥
父
（
母
）
が
引
き
続
き
１
年

　
　以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

　
　胎
し
た
児
童

　な
ど

▽
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

　①
児
童
や
申
請
者
が
、
公
的
年

　
　金
を
受
給
で
き
る
場
合

　②
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入

　
　所
し
て
い
る
場
合

　③
事
実
婚
な
ど
の
状
態
に
あ
る

　
　場
合

　な
ど

　手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

福
祉
保
健
課
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
後
、
定
め
ら
れ
た
支

給
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
母
子
家
庭
に
限
り
、
平

成
15
年
３
月
31
日
時
点
で
、
支
給

要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５
年
を
経

過
し
て
い
る
場
合
は
申
請
で
き
ま

せ
ん
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳

未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
、

重
度
ま
た
は
中
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

も
し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者（
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
）に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

▽
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

　①
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由

　
　と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
て

　
　い
る
場
合（
児
童
扶
養
手
当
・

　
　児
童
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

　
　当
は
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　の
で
併
給
で
き
ま
す
）

　②
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入

　
　所
し
て
い
る
場
合

　な
ど

　手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

福
祉
保
健
課
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
後
、
定
め
ら
れ
た
支

給
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

　扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

　児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
『
現
況
届
』
を
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

『
所
得
状
況
届
』
を
、
毎
年
８
月

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
現
在
、
所
得
制
限
等
で
全
額

支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
が
必
要
で
す
）

　こ
の
届
は
、
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
対
象
者
に
は
案
内
文
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

　
　技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

　下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工

事
店
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
工
事

の
設
計
・
施
工
に
あ
た
る
責
任
技

術
者
認
定
の
た
め
の
共
通
試
験
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
12
日
（金）
／
14
時
〜

▽
場
所
＝
高
松
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　２
階

　大
ホ
ー
ル

▽
申
込
期
間
＝

　
　
　
　８
月
１
日
（水）
〜
31
日

▽
申
込
場
所
＝
上
下
水
道
課

▽
登
録
の
有
効
期
間
＝

　
　
　町
長
が
定
め
た
日
か
ら

　
　
　平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
受
験
に
関
す
る
申
込
書
や
説
明

　書
、
講
習
会
の
案
内
な
ど
は
上

　下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　現
在
す
で
に
責
任
技
術
者
と
し

　て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
受
験

　す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　多
度
津
町
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
３
０
０

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

●
前
納
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

　前
納
制
度
は
、
一
定
期
間
分
の

　保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
、

　保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
制
度
で

　す
。
毎
月
保
険
料
を
納
付
す
る

　手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心

　配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
１
年
前
納

　
　４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
を

　
　４
月
末
ま
で
に
納
め
ま
す
。

〔
割
引
額
〕

　①
現
金
納
付
＝
３
，
１
９
０
円

　②
口
座
振
替
＝
３
，
７
７
０
円

▽
６
か
月
前
納

　
　４
月
分
か
ら
９
月
分
を
４
月

　
　末
日
ま
で
に
、
10
月
分
か
ら

　
　翌
年
３
月
分
を
10
月
末
日
ま

　
　で
に
納
め
ま
す
。

〔
割
引
額
〕

　①
現
金
納
付
＝

　
　７
３
０
円

　②
口
座
振
替
＝
１
，
０
２
０
円

※
１
年
分
、
６
か
月
分
以
外
で
も
、

　ご
希
望
の
月
か
ら
前
納
で
き
ま

　す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　年
金
事
務
所
に
お
申
し
出
く
だ

　さ
い
。

●
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

　保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が

　便
利
で
安
心
で
す
。
ま
た
『
早

　収
割
引
制
度
』（
当
月
末
振
替
に

　よ
る
早
割
）
を
申
込
む
と
月
額

　50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
１
年
前

　納
、
６
か
月
前
納
も
現
金
納
付

　よ
り
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

　
　
　お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、

　事
前
に
申
込
み
用
紙
を
提
出
し

　て
い
た
だ
き
、
以
降
、
将
来
の

　保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ

　ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

　カ
ー
ド
会
員
の
方
に
請
求
す
る

　方
法
で
す
。
前
納
割
引
額
は
現

　金
払
い
と
同
じ
で
す
。

　希
望
さ
れ
る
方
は
年
金
事
務
所

　に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　

　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
夏
休
み
！

　
　エ
コ
丸
工
房
へ

　
　
　遊
び
に
行
こ
う

　ご
み
処
理
施
設
・
大
画
面
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
・
廃
ビ
ン
再
利
用
の

ガ
ラ
ス
工
房
等
の
自
由
見
学
や
、

「
超
簡
単
！
牛
乳
パ
ッ
ク
紙
と
ん

ぼ
工
作
」
が
で
き
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち

ゃ
ん
が
対
象
で
す
（
一
足
型
８

千
円
）。桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
添
え
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　※
８
月
実
施
は
19
日
（日）
・
26
日
（日）

　※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
電
波
に
関
す
る
ご
相
談

　電
波
適
正
利
用
推
進
員
は
、
総

務
省
四
国
総
合
通
信
局
長
か
ら
電

波
利
用
環
境
に
関
す
る
活
動
に
つ

い
て
、
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
混
信
・
受
信
障
害

な
ど
電
波
の
利
用
に
関
し
て
お
困

り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　電
波
適
正
利
用
推
進
員
協
議
会

　

（金）

http
:/
/
w
w
w
.c
le
a
n
d
e
n
p
a
.

n
e
t/

■一人ひとりの注意で食中毒を予防しましょう　　★８月１日～３１日は食品衛生月間です★
夏は気温や湿度が高く、食中毒が発生しやすい季節です。食中毒は、家庭の食事が原因で発生することが多くありますの
で、予防には、衛生的な食生活と手洗いを心がけることが大切です。

　　　　　　　　　　食品は新鮮ですか？
肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを購入し、必ず消費(賞味)期限を確認しましょう。

　　　　　　　　　　正しく保存していますか？
冷凍や冷蔵の必要なものは、すぐ冷凍庫（－１５℃以下）や冷蔵庫（１０℃以下）へ。

　　　　　　　　　　手洗いをしていますか？
手洗いは簡単で効果的な食中毒の予防法です。調理の下準備、食事前などには必ず手洗いをしましょう。

　　　　　　　　　　調理器具は清潔ですか？
包丁、まな板、ふきんなど使った後はすぐに洗剤と流水でよく洗い流しましょう。
熱湯をかけると消毒効果があります。

　　　　　　　　　　よく加熱して調理していますか？
十分に（中心温度が７５℃以上で１分間以上）加熱しましょう。

　　　　　　　　　　食品をそのままにしていませんか？
食品は温かいものは温かいうちに、冷たいものは冷たいうちに食べましょう。
きれいな器や皿に保存しましょう。早めに食べきり、時間が経ち過ぎたら捨てましょう。

　　　　　　　　　　食品は新鮮ですか？
肉、魚、野菜などの生鮮食品は新鮮なものを購入し、必ず消費

　　　　　　　　　　正しく保存していますか？
冷凍や冷蔵の必要なものは、すぐ冷凍庫（－１５℃以下）や冷蔵庫（１０℃以下）へ。

　　　　　　　　　　手洗いをしていますか？
手洗いは簡単で効果的な食中毒の予防法です。調理の下準備、食事前などには必ず手洗いをしましょう。

　　　　　　　　　　調理器具は清潔ですか？
包丁、まな板、ふきんなど使った後はすぐに洗剤と流水でよく洗い流しましょう。

　　　　　　　　　　
十分に（中心温度が７５℃以上で１分間以上）加熱しましょう。

　　　　　　　　　　食品をそのままにしていませんか？
食品は温かいものは温かいうちに、冷たいものは冷たいうちに食べましょう。

□　チェック１

□　チェック2

□　チェック3

□　チェック4

□　チェック5

□　チェック6
【問合せ】
　　保健センター
　　☎３２－８５００
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

８
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

８
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

■
生
活
排
水
の
減
量
に

　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

　住
宅
や
事
業
所
か
ら
排
水
さ
れ

る
下
水
を
円
滑
に
排
水
す
る
に
は
、

相
当
の
電
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　町
内
に
は
中
継
ポ
ン
プ
場
が
１

か
所
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
が

14
か
所
あ
り
ま
す
。
計
画
停
電
が

実
施
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
節
水

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　も
し
、
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ

た
場
合
に
は
、
汚
水
の
排
水
量
を

減
ら
さ
な
け
れ
ば
、
各
地
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
か
ら
汚
水
が
溢

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　停
電
時
に
は
、
台
所
や
お
風
呂

な
ど
の
生
活
排
水
を
極
力
減
ら
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
多
度
津
町
上
下
水
道
課
）

■『
土
地
の
筆
界（
境
界
）に

　
　
　
　
　
　関
す
る
相
談
所
』

　土
地
の
筆
界
（
境
界
）
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
、
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
８
月
28
日
（火）

　
　
　
　10
時
〜
17
時

▽
場
所
＝
高
松
法
務
局
丸
亀
支

▽
申
込
期
間
＝
８
月
20
日
〜
24
日

　
　
　
　（
平
日
９
時
〜
17
時
）

　※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

　
　に
電
話
予
約
を
し
て
下
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

　☎
０
８
７
‐
８
５
１
‐
６
３
８
４

■『
か
が
わ
ー
く
フ
ェ
ア

　
　（夏
の
就
職
面
接
会
）』の
開
催

　学
生
や
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
な
ど
に
対
す
る
就
職
支
援
お

よ
び
県
内
事
業
所
に
お
け
る
人
材

確
保
の
一
環
と
し
て
、
企
業
が
一

堂
に
会
し
て
面
接
を
行
う
「
就
職

面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
８
月
21
日
（火）

　
　
　
　13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
　
　
　
　
　
　
　大
展
示
場

▽
対
象
＝
中
途
採
用
希
望
者
及
び

　
　
　平
成
25
年
３
月
の
大
学
・

　
　
　短
大
・
高
専
・
専
修
学
校

　
　
　等
の
卒
業
予
定
者
（
既
卒

　
　
　者
含
む
）

　※
予
約
不
要
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
で

　
　の
参
加
可
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
労
働
政
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
３
６
８

９
／
６

９
／
６

９
／
５

９
／
４

　

（水） （水）（水）
22

（水）
29 15

（木）

16
（火）

30

（火）
1430

（木）

23
（木）

８28
（火）

21
（火）

７

（金）

（木）
23
（木）

31
（木）

３
（金）

10
（金）（金）

２
（木）

２
（木）

９
（木）

９
（木）

１

高
見
・
佐
柳
地
区

　６

　・
13

　・
20

　・
27

　・

　

　９
／
３

（月）

（月）

（月）

（月）

　
　

《
募

　
　集
》

■
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　メ
ン
バ
ー
募
集
！

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

『
平
成
24
年
度
多
度
津
町
成
人
式
』

を
平
成
25
年
１
月
初
旬
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
新
成
人
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　自
分
た
ち
の
力
で
、
一
生
に
一

度
の
「
成
人
式
」
を
思
い
出
に
残

る
、
す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
や
る
気
あ
ふ
れ
る
新

成
人
の
方
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

　
　平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　で
成
人
式
に
参
加
予
定
の
方

※
成
人
式
当
日
ま
で
に
数
回
集
ま

　っ
て
企
画
を
行
い
、
当
日
は
運

　営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募

　く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　33
‐
０
６
０
０

■
笑
い
ヨ
ガ
・
認
知
症
予
防
講
座

                 

参
加
者
募
集
！

●
『
笑
い
ヨ
ガ
』

　〜
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
〜

　笑
い
ヨ
ガ
は
誰
で
も

理
由
な
く
笑
え
る
健
康

法
で
す
。
呼
吸
法
と
、

笑
い
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
的
、
心
理

的
な
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
科
学
的

に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
平
成
24
年
９
月
12
日

　
　
　〜
平
成
25
年
１
月
９
日

（
毎
週
水
曜

　全
10
回
コ
ー
ス
）

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

▽
講
師
＝
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　廣
江

　ま
さ
み
氏

●
『
認
知
症
の
予
防
』

　〜
簡
単
に
で
き
る

　
　
　
　
　体
操
と
ゲ
ー
ム
！
〜

　認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

と
、
予
防
法
を
楽
し
く
学
び
ま
し

ょ
う
。

▽
日
時
＝
平
成
24
年
９
月
21
日
（金）

　
　
　受
付
／
９
時
30
分
〜

　
　
　講
座
／
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

▽
講
師
＝
香
川
県
作
業
療
法
士
会

　
　
　
　
　
　松
本

　嘉
次
郎
氏

※
両
講
座
と
も
参
加
費
無
料
。
詳

　し
く
は
回
覧
文
書
・
社
協
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
３
８

■
平
成
24
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

①
防
衛
大
学
校

【
推
薦
】

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　21
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
＝
９
月
３
日
〜
９
月
５
日

　▽
一
次
試
験
＝
９
月
29
日
・
30
日

　▽
試
験
場
所
＝
防
衛
大
学
校

【
一
般

　前
期
】

　

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　21
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
＝
９
月
３
日
〜
10
月
１
日

　▽
一
次
試
験
＝
11
月
10
日
・
11
日

　▽
試
験
場
所
＝
県
内
２
か
所

【
一
般

　後
期
】

　

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　21
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
＝
平
成
25
年
１
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　

   

〜
２
月
１
日

24
（金）
17 16

k
y
o
u
ik
u
@
to
w
n
.ta
d
o
tsu
.lg
.jp

FAX

　▽
一
次
試
験
＝

               

平
成
25
年
3
月
2
日

　▽
試
験
場
所
＝
防
衛
大
学
校

②
防
衛
医
科
大
学
校

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　21
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
＝
９
月
３
日
〜
10
月
１
日

　▽
一
次
試
験
＝
10
月
27
日
・
28
日

　▽
試
験
場
所
＝
県
内
1
か
所

③
看
護
学
生

　▽
応
募
資
格
＝
高
卒
（
見
込
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　24
歳
未
満
の
者

　▽
受
付
＝
９
月
３
日
〜
10
月
１
日

　▽
一
次
試
験
＝
10
月
20
日

　▽
試
験
場
所
＝
県
内
1
か
所

【
問
合
せ
】

　自
衛
隊
善
通
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
63
‐
２
３
６
３

　特定健診は、生活習慣病を予防するための健診です。
　毎年受診することで、メタボと判断される検査の示す身体の状態やどのように生活習慣を見直せば
よいか、健診実施機関にて情報提供を受けることができます。また、健診の結果より保健指導が必要
とされた方には、特定保健指導（６か月間）の生活習慣改善の支援が受けられます。
　何より、生活習慣病による重篤な疾患（脳梗塞、心筋梗塞等）を未然に防ぐことにつながります。
　あなたのために、大事な家族のためにぜひ、年に１度、そして毎年特定健診を受診しましょう。
　多度津町国保及び町内で後期高齢者医療に加入されている方については、特定健診および健康診査が既に始まっています。
期間は８月３１日（金）までで、対象となる方には６月上旬頃に案内及び受診券をお送りしています。実施医療機関は町内
１２医療機関となっています。　　（多度津町住民課）

■  特定健診を受診しましょう
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

８
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

８
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

■
生
活
排
水
の
減
量
に

　
　
　
　
　ご
協
力
く
だ
さ
い

　住
宅
や
事
業
所
か
ら
排
水
さ
れ

る
下
水
を
円
滑
に
排
水
す
る
に
は
、

相
当
の
電
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　町
内
に
は
中
継
ポ
ン
プ
場
が
１

か
所
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
が

14
か
所
あ
り
ま
す
。
計
画
停
電
が

実
施
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
節
水

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　も
し
、
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ

た
場
合
に
は
、
汚
水
の
排
水
量
を

減
ら
さ
な
け
れ
ば
、
各
地
の
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
か
ら
汚
水
が
溢

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　停
電
時
に
は
、
台
所
や
お
風
呂

な
ど
の
生
活
排
水
を
極
力
減
ら
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　（
多
度
津
町
上
下
水
道
課
）

■『
土
地
の
筆
界（
境
界
）に

　
　
　
　
　
　関
す
る
相
談
所
』

　土
地
の
筆
界
（
境
界
）
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
、
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
８
月
28
日
（火）

　
　
　
　10
時
〜
17
時

▽
場
所
＝
高
松
法
務
局
丸
亀
支

▽
申
込
期
間
＝
８
月
20
日
〜
24
日

　
　
　
　（
平
日
９
時
〜
17
時
）

　※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

　
　に
電
話
予
約
を
し
て
下
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

　☎
０
８
７
‐
８
５
１
‐
６
３
８
４

■『
か
が
わ
ー
く
フ
ェ
ア

　
　（夏
の
就
職
面
接
会
）』の
開
催

　学
生
や
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
な
ど
に
対
す
る
就
職
支
援
お

よ
び
県
内
事
業
所
に
お
け
る
人
材

確
保
の
一
環
と
し
て
、
企
業
が
一

堂
に
会
し
て
面
接
を
行
う
「
就
職

面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
８
月
21
日
（火）

　
　
　
　13
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
　
　
　
　
　
　
　大
展
示
場

▽
対
象
＝
中
途
採
用
希
望
者
及
び

　
　
　平
成
25
年
３
月
の
大
学
・

　
　
　短
大
・
高
専
・
専
修
学
校

　
　
　等
の
卒
業
予
定
者
（
既
卒

　
　
　者
含
む
）

　※
予
約
不
要
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
で

　
　の
参
加
可
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
労
働
政
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
３
６
８

９
／
６

９
／
６

９
／
５

９
／
４

　

（水） （水）（水）
22

（水）
29 15

（木）

16
（火）

30

（火）
1430

（木）

23
（木）

８28
（火）

21
（火）

７

（金）

（木）
23
（木）

31
（木）

３
（金）

10
（金）（金）

２
（木）

２
（木）

９
（木）

９
（木）

１

高
見
・
佐
柳
地
区

　６

　・
13

　・
20

　・
27

　・

　

　９
／
３

（月）

（月）

（月）

（月）

　
　

《
募

　
　集
》

■
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　メ
ン
バ
ー
募
集
！

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

『
平
成
24
年
度
多
度
津
町
成
人
式
』

を
平
成
25
年
１
月
初
旬
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ

け
る
新
成
人
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

　自
分
た
ち
の
力
で
、
一
生
に
一

度
の
「
成
人
式
」
を
思
い
出
に
残

る
、
す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
や
る
気
あ
ふ
れ
る
新

成
人
の
方
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

　
　平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　で
成
人
式
に
参
加
予
定
の
方

※
成
人
式
当
日
ま
で
に
数
回
集
ま

　っ
て
企
画
を
行
い
、
当
日
は
運

　営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募

　く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　33
‐
０
６
０
０

■
笑
い
ヨ
ガ
・
認
知
症
予
防
講
座

                 

参
加
者
募
集
！

●
『
笑
い
ヨ
ガ
』

　〜
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
〜

　笑
い
ヨ
ガ
は
誰
で
も

理
由
な
く
笑
え
る
健
康

法
で
す
。
呼
吸
法
と
、

笑
い
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
的
、
心
理

的
な
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
科
学
的

に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
平
成
24
年
９
月
12
日

　
　
　〜
平
成
25
年
１
月
９
日

（
毎
週
水
曜

　全
10
回
コ
ー
ス
）

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

▽
講
師
＝
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　廣
江

　ま
さ
み
氏

●
『
認
知
症
の
予
防
』

　〜
簡
単
に
で
き
る

　
　
　
　
　体
操
と
ゲ
ー
ム
！
〜

　認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

と
、
予
防
法
を
楽
し
く
学
び
ま
し

ょ
う
。
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９
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４
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※
両
講
座
と
も
参
加
費
無
料
。
詳

　し
く
は
回
覧
文
書
・
社
協
ホ
ー

　ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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せ
】
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33
‐
１
１
３
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用
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５
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＝
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付
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２
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＝
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〜
２
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17 16

k
y
o
u
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u
@
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w
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o
tsu
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＝
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付
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　特定健診は、生活習慣病を予防するための健診です。
　毎年受診することで、メタボと判断される検査の示す身体の状態やどのように生活習慣を見直せば
よいか、健診実施機関にて情報提供を受けることができます。また、健診の結果より保健指導が必要
とされた方には、特定保健指導（６か月間）の生活習慣改善の支援が受けられます。
　何より、生活習慣病による重篤な疾患（脳梗塞、心筋梗塞等）を未然に防ぐことにつながります。
　あなたのために、大事な家族のためにぜひ、年に１度、そして毎年特定健診を受診しましょう。
　多度津町国保及び町内で後期高齢者医療に加入されている方については、特定健診および健康診査が既に始まっています。
期間は８月３１日（金）までで、対象となる方には６月上旬頃に案内及び受診券をお送りしています。実施医療機関は町内
１２医療機関となっています。　　（多度津町住民課）

■  特定健診を受診しましょう
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● 白方保育所でサツマイモの苗さし
　毎年恒例のサツマイモの苗さしを、６月７日、おばあちゃんた
ちに来てもらって、手伝いをしていただきました。
　まず、苗のさし方の説明を聞いた後、実際におばあちゃんが手
本を見せてくれました。お日様の出る方にサツマイモのつるの先
を向けて置き、葉を上に立て、切り口から４節くらいを寝かせて
土の中に埋めて、そっと土を被せる様子をじっと真剣に見ていま
した。説明を聞き終わると、次々と１５０本の苗を植えていきま
した。その後、「枯れないで大きくなってください」とお願いし
ながら、水をたっぷりとかけました。

● 四箇幼稚園児　桃陵苑へ慰問
　６月１５日、四箇幼稚園児が、幼稚園から約
５０分の道のりを元気に歩いて、特別養護老人
ホーム『桃陵苑』を訪れました。
　園児の皆さんは、施設利用者の方々へ、歌の
披露や肩たたきをした後、幼稚園近くの畑で収
穫したジャガイモやタマネギなどを手渡しまし
た。施設利用者の方々から「ありがとう」とお
礼の言葉ともにプレゼントがあり、園児も施設
利用者の方々もお互いに嬉しそうでした。

● 白方幼稚園児
　『ブドウの傘かけ体験』
　白方幼稚園児が、奥白方の島田さんの
営むブドウ園で、ブドウの傘かけ作業を
体験しました。
　園児の皆さんは、紙（傘）の表と裏を
慎重に確認しながら、一生懸命に傘かけ
作業を行いました。

● 交流を深めよう
　『たにこ de フィリピン料理を！』

　「たどつ日本語交流の会（たにこ）」主催による『たにこ de 
フィリピン料理を！』が、６月２４日、豊原公民館で開催されま
した。当日は、日本の方２８人、フィリピンの方１０人、中国の
方６人の総勢４４人の方々が参加されました。
　３人のフィリピンの主婦を中心に、誕生日やお祝い事の時によ
く作るフィリピンの料理を、みんなで楽しく調理しました。
　その後、料理をいただきながら、皆さん和気あいあいと交流を
深めていました。

● ふるさとの自然を守ろう！
『西白方の浜クリーン作戦！』
　６月６日、白方の小学校・幼稚園・保育所と地域の方々が合同
で、『クリーン大作戦』を行いました。
　これは保・幼・小・中の連携一貫教育およびリフレッシュ瀬戸
内事業の一環として行われているものです。
　広い砂浜に打ち上げられたゴミを、みんなで協力しながら丁寧
に拾い集めたあとには、再びきれいな砂浜が姿を現わしました。

● 愛光保育園　『花の日』訪問

　今年も『花の日』の行事の一環として、愛光保
育園児の皆さんが多度津町役場を訪れ、元気いっ
ぱいの歌声ときれいな花束を届けてくれました。
　園児の皆さんは花の香りとともに、朗らかで和
やかな空気も運んで来てくれました。

● 園児・児童が田植え体験
　地域の皆さんや保護者・関係者の方々のご協力により、町内の幼
稚園児・小学校児童が田植えを行いました。
　園児・児童の皆さんは昔ながら
の手植え作業を体験して、農業の
大変さと食べ物の大切さを実感さ
れたようです。
　今後は稲の成長を見守りながら、
収穫時期には稲刈り作業を体験す
る予定です。

　今回で第３回目を迎えた『商工フェア２０１２ ｉｎ たどつ（多度津商工会議所主催）』が、町民会館をメイン会場に、
盛大に開催されました。
　工場見学会や歴史講演会、演奏会・ダンスパフォーマンスなどの様々なイベント、また、名物・特産品の販売コーナー
や、数々の体験・展示イベントにも、ご家族連れなどの多くのお客さんが訪れ、会場内は終日賑わっていました。

● 『商工フェア２０１２ ｉｎ たどつ』開催

　町内の小学校・幼稚園で『カレーパーテ
ィーが行われました。
　クラスの仲間をはじめ、地域の方々や保
護者の皆さんと協力して作ったカレーライ
スを、日頃からお世話になっている方々と
一緒に美味しくいただきました。

● みんなで仲良く
　『カレーパーティー！！』
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで ８月の予定８月の予定

離乳食講習会（平成24年３月～４月生まれ）、１歳６か月児健康診査     

（平成22年12月～平成23年１月生まれ）、３歳児健康診査（平成21年     

１月生まれ）、乳幼児健康相談（平成23年10月生まれの乳児と幼児）     

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／四公＝四箇地区公民館     

／豊婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター／長崎＝長崎いこい     

の家            

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

あります。当日の新聞でお確かめください。

日曜日

9:30-12:00

9:30-12:30

13:30-15:00

9:00-12:00

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-15:00

13:30-14:30

10:00-11:30

13:00-15:00

13:30-14:30

13:30-15:00

9:00-11:00

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-11:00

9:00-16:00

13:30-15:30

9:30-10:30

13:30-15:30

13:30-15:00

13:00-14:30

 １日(水)

 

 

 

 ２日(木)

 

 ３日(金)

 

 ６日(月)

 

 

 

 ７日(火)

 ８日(水)

 

 

 ９日(木)

 10日(金)

 16日(木)

 17日(金)

 

 

 20日(月)

 22日(水)

 

 

 23日(木)

 

 

 24日(金)

 31日(金)

 

 

 

 

健セ

白公

四公

白公

健セ

四公

白公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

福セ

福セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

四公

長崎

のびのび広場  

食改白方地区親子料理教室  

四箇福祉保健推進員会研修会  

　「薬の話」  

白方地区母子愛育班「絵画教室」  

離乳食講習会  

食改四箇地区親子料理教室  

生活習慣病予防相談  

多度津地区母子愛育班  

　「おやこ料理教室」  

健康フェスタ2012 in たどつ  

　実行委員会  

１歳６か月児健康診査  

親子ふれあい広場  

　「簡単クッキング」  

食改会長・副会長会  

３歳児健康診査  

生活習慣病予防相談  

ことばの相談（要予約）  

健康づくり　さくら教室  

　「健診結果について」  

生活習慣病予防相談  

食改役員会  

こども相談（要予約）  

健康づくりセミナー②  

　「医師の講演会」  

乳幼児健康相談・ブックスタート  

マタニティ教室  

　「栄養の話・マタニティヨーガ」  

生活習慣病予防相談  

高見・佐柳福祉保健推進員会  

　研修会「ストレッチ体操」  

行　　事 時　間 場所

■ 納税・納付

柔道整復 ８月12日　藤木接骨院　（大通り） 　☎32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』開館日は、８月５日（日）・９月２日（日）です。

４日、５日、11日、12日、18日、19日、25日、 

26日、９月１日、２日 

６日、13日、20日、27日、31日、 

９月３日 

７日、14日、21日、28日、 

９月４日  

７日、14日、21日、28日、 

９月４日  

 ６日、13日、20日、27日、 

９月３日  

６日、13日、20日、27日、 

９月３日 

善 紀 ク リ ニ ッ ク

くるみクリニック 

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

秋 山 医 院

（ 西 浜 ）

（北鴨２）

（本通２）

（堀江１）

（仲ノ町）

８月５日

８月12日

８月19日

８月26日

９月２日

☎32-7171

☎58-5050

☎58-5588

☎32-8006

☎32-8326

３日(金)

21日(火)
8:45-11:00／12:45-15:00 8:45-11:00／12:45-15:00

マンモグラフィ検査 視触診検診

●乳がん検診　（場所＝保健センター） 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

８月23日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

８月21日(火)
10:00-15:00

８月21日(火)
10:00-15:00

８月23日(木)
13:30-16:30

８月16日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階

社会福祉協議会

☎32-8501

福祉センター

☎33-1110／総務課

福祉センター

☎33-1110／総務課

交通事故相談 ８月22日(水)
10:00-15:00

福祉センター

☎33-1110／総務課

身障者相談 ８月17日(金)
13:30-15:00

福祉センター

☎32-3063／田中公敏

福祉センター

☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）

☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

骨粗しょう症検診・前立腺がん検診

・健康診査・歯周疾患検診　最終日

　　　　　　　（町内指定の医療機関・歯科医院）

　４０歳以上の方は２年に１回、乳がん検診（マンモグラ

フィと視触診の併用検診）を受けましょう。

【対象者】４０歳以上の女性（平成２３年度の未受診の方）

【検診日】８月～１０月の指定日（時間の予約が必要）

【自己負担金】（７４歳までの方）１，３００円

　　　　　　　（７５歳以上の方）　　４００円

【対象者】３０～３９歳の方

【検診日】８月３日（金）・８月21日（火）・９月19日（水）・

　　　　　９月20日（木）・10月９日（火）・10月23日（火）

【受付時間】８時４５分～１１時（検診開始は１０時）

【自己負担金】３００円

【申込み】電話で希望日を申し込んでください。先着順

　　　　　（いずれの日も１０名程度）で受付します。

　　　　　希望多数の場合は希望日の変更をお願いする

　　　　　ことがあります。

※いずれの検診も生活保護法による被保護世帯、町民税

　非課税世帯の方は、自己負担金が免除になります。

　該当する方は事前に必ず問診票を持参の上、保健セン

　ター窓口で申請手続きを行ってください。

●８月２２日（水）／１３時３０分～１５時３０分

　講演会『喫煙とＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について』

　　（参加者には後日、肺年齢測定を実施します。）

　【講師】　氏家内科医院　院長　氏家　浩三　先生

●９月１０日（月）／１３時３０分～１５時３０分

　講演会『大腸がんの予防と早期発見』

　【講師】　加藤病院　香川　俊行　先生

　※場所はともに、健康センター２階多目的ホールです。

　　参加希望の方は、保健センターへお申込みください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

 ■どうぞお気軽にご相談を！
　保健センターでは、育児・子育てに

関する電話相談、来所相談を随時行っ

ています。お気軽にご相談ください。

【受付】

　月～金曜日／８時30分～17時15分

　健診は、自分自身の健康状態を知り、生活習慣を振り

返る、年に１度のよい機会です。まだ受けられていない

方は早めに受診しましょう。（８月３１日(金)まで実施） 

納期限

８月31日(金) 町県民税 

後期高齢者医療保険料 

２期

２期

対象税目 期　別

乳がん検診（マンモグラフィ・視触診併用検診）■

３０歳代の方の乳がん視触診検診■

　６月６日、多度津町

母子愛育班連絡協議会

(森智美会長)主催行事

「みんな集まれ！にこ

にこ広場」を開催しま

した。

　小野弘子先生による

笑いヨガでリラックスした楽しい時間を過ごしました。

★母子愛育班では、親子で楽しく参加できる行事を通

　して、お母さんやお子さんが地域で笑顔で過ごせる

　ための仲間づくりを中心に活動しています。みんな

　で楽しく活動しませんか？

　加入希望の方は保健センターまでご連絡ください。

　６月８日、香川県社会福祉総合セ

ンターで行われた第４１回恩賜財団

母子愛育会香川県支部・香川県母子

愛育連合会総会において、多度津地

区の瀬野恵美子さんが地域の子育て

支援の活動を評価され、香川県支部

長表彰を受けられました。

　私たちの体には、暑くなると汗をかくなどで体温を

下げようとする調整機能が備わっています。しかし、

この調整機能がうまく働かなくなると、体内に熱がこ

もり、「熱中症」にかかることがあります。特に体温

調整機能が未熟な乳幼児や高齢者の方は、症状が重症

化しやすいため、注意が必要です。

◎気をつけたいのはこんな時！

（環境）気温が高い、湿度が高い、風通しが悪い、日

　　　　差しが強い　など

（場所）運動場や体育館、日陰のない場所、閉め切っ

　　　　た車中や室内 など

　　　　※室内でも熱中症にかかることがあります！

◎予防方法は？

・できるだけ高温多湿、炎天下での外出は控え、外

　出時は日傘や帽子を身につける。

・のどが渇いたと感じる前に水分摂取をする。

・通気性がよく吸汗・速乾性がある服装を選ぶ。

・食欲のないときは少量でもよいので、１日３食、

　規則正しく食べる。

◎熱中症の対処法は？　

・涼しい場所へ移動し、衣服を脱がし、体を冷やし

　ましょう。また水分や塩分を補給することが大切

　です。

めまい、立ちくらみ、大量の発汗、頭痛、吐き気など

の症状を感じたら注意が必要です。意識がない、返事

がおかしい場合は、直ちに病院へ行きましょう。

「みんな集まれ！にこにこ広場」楽しかったよ！■

熱中症にご注意ください！！■

お忘れではないですか？   
　特定健診・後期高齢者健診 

■

親子ですくすく、大きく育て！■

　　

●マタニティ教室

　【日時】８月２3日（木）／１３時３０分～１５時３０分

　　　　　『ママと赤ちゃんのための栄養教室・

　　　　　　　　　　お産の話とマタニティヨーガ』

　【日時】９月 ９日（日）／　９時３０分～１１時３０分

　　　　　『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

●のびのび広場

　【日時】８月 １日（水）／　９時３０分～１２時

　【場所】健康センター１階　プレイルーム

●親子ふれあい広場

　今月は、ヘルスメイトさんと一緒に簡単クッキング。

　【日時】８月 ８日（水）／１０時～１１時３０分

※『のびのび広場』『親子ふれあい広場』では、お子様の

　体重や身長などの計測や、保健師・栄養士の育児相談も

　同時に行っています。

健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～■

★表　彰★
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで ８月の予定８月の予定

離乳食講習会（平成24年３月～４月生まれ）、１歳６か月児健康診査     

（平成22年12月～平成23年１月生まれ）、３歳児健康診査（平成21年     

１月生まれ）、乳幼児健康相談（平成23年10月生まれの乳児と幼児）     

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／四公＝四箇地区公民館     

／豊婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター／長崎＝長崎いこい     

の家            

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

あります。当日の新聞でお確かめください。

日曜日

9:30-12:00

9:30-12:30

13:30-15:00

9:00-12:00

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-15:00

9:30-12:30

13:30-15:00

13:30-14:30

10:00-11:30

13:00-15:00

13:30-14:30

13:30-15:00

9:00-11:00

10:00-11:30

13:30-15:00

9:30-11:00

9:00-16:00

13:30-15:30

9:30-10:30

13:30-15:30

13:30-15:00

13:00-14:30

 １日(水)

 

 

 

 ２日(木)

 

 ３日(金)

 

 ６日(月)

 

 

 

 ７日(火)

 ８日(水)

 

 

 ９日(木)

 10日(金)

 16日(木)

 17日(金)

 

 

 20日(月)

 22日(水)

 

 

 23日(木)

 

 

 24日(金)

 31日(金)

 

 

 

 

健セ

白公

四公

白公

健セ

四公

白公

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

福セ

福セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

四公

長崎

のびのび広場  

食改白方地区親子料理教室  

四箇福祉保健推進員会研修会  

　「薬の話」  

白方地区母子愛育班「絵画教室」  

離乳食講習会  

食改四箇地区親子料理教室  

生活習慣病予防相談  

多度津地区母子愛育班  

　「おやこ料理教室」  

健康フェスタ2012 in たどつ  

　実行委員会  

１歳６か月児健康診査  

親子ふれあい広場  

　「簡単クッキング」  

食改会長・副会長会  

３歳児健康診査  

生活習慣病予防相談  

ことばの相談（要予約）  

健康づくり　さくら教室  

　「健診結果について」  

生活習慣病予防相談  

食改役員会  

こども相談（要予約）  

健康づくりセミナー②  

　「医師の講演会」  

乳幼児健康相談・ブックスタート  

マタニティ教室  

　「栄養の話・マタニティヨーガ」  

生活習慣病予防相談  

高見・佐柳福祉保健推進員会  

　研修会「ストレッチ体操」  

行　　事 時　間 場所

■ 納税・納付

柔道整復 ８月12日　藤木接骨院　（大通り） 　☎32-2663

老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

※『林求馬邸』開館日は、８月５日（日）・９月２日（日）です。

４日、５日、11日、12日、18日、19日、25日、 

26日、９月１日、２日 

６日、13日、20日、27日、31日、 

９月３日 

７日、14日、21日、28日、 

９月４日  

７日、14日、21日、28日、 

９月４日  

 ６日、13日、20日、27日、 

９月３日  

６日、13日、20日、27日、 

９月３日 

善 紀 ク リ ニ ッ ク

くるみクリニック 

桃 陵 ク リ ニ ッ ク

加 藤 整 形 外 科

秋 山 医 院

（ 西 浜 ）

（北鴨２）

（本通２）

（堀江１）

（仲ノ町）

８月５日

８月12日

８月19日

８月26日

９月２日

☎32-7171

☎58-5050

☎58-5588

☎32-8006

☎32-8326

３日(金)

21日(火)
8:45-11:00／12:45-15:00 8:45-11:00／12:45-15:00

マンモグラフィ検査 視触診検診

●乳がん検診　（場所＝保健センター） 相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

８月23日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

８月21日(火)
10:00-15:00

８月21日(火)
10:00-15:00

８月23日(木)
13:30-16:30

８月16日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階

社会福祉協議会

☎32-8501

福祉センター

☎33-1110／総務課

福祉センター

☎33-1110／総務課

交通事故相談 ８月22日(水)
10:00-15:00

福祉センター

☎33-1110／総務課

身障者相談 ８月17日(金)
13:30-15:00

福祉センター

☎32-3063／田中公敏

福祉センター

☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）

☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

骨粗しょう症検診・前立腺がん検診

・健康診査・歯周疾患検診　最終日

　　　　　　　（町内指定の医療機関・歯科医院）

　４０歳以上の方は２年に１回、乳がん検診（マンモグラ

フィと視触診の併用検診）を受けましょう。

【対象者】４０歳以上の女性（平成２３年度の未受診の方）

【検診日】８月～１０月の指定日（時間の予約が必要）

【自己負担金】（７４歳までの方）１，３００円

　　　　　　　（７５歳以上の方）　　４００円

【対象者】３０～３９歳の方

【検診日】８月３日（金）・８月21日（火）・９月19日（水）・

　　　　　９月20日（木）・10月９日（火）・10月23日（火）

【受付時間】８時４５分～１１時（検診開始は１０時）

【自己負担金】３００円

【申込み】電話で希望日を申し込んでください。先着順

　　　　　（いずれの日も１０名程度）で受付します。

　　　　　希望多数の場合は希望日の変更をお願いする

　　　　　ことがあります。

※いずれの検診も生活保護法による被保護世帯、町民税

　非課税世帯の方は、自己負担金が免除になります。

　該当する方は事前に必ず問診票を持参の上、保健セン

　ター窓口で申請手続きを行ってください。

●８月２２日（水）／１３時３０分～１５時３０分

　講演会『喫煙とＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について』

　　（参加者には後日、肺年齢測定を実施します。）

　【講師】　氏家内科医院　院長　氏家　浩三　先生

●９月１０日（月）／１３時３０分～１５時３０分

　講演会『大腸がんの予防と早期発見』

　【講師】　加藤病院　香川　俊行　先生

　※場所はともに、健康センター２階多目的ホールです。

　　参加希望の方は、保健センターへお申込みください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談

■ 休館日

■ 休日当番医

 ■どうぞお気軽にご相談を！
　保健センターでは、育児・子育てに

関する電話相談、来所相談を随時行っ

ています。お気軽にご相談ください。

【受付】

　月～金曜日／８時30分～17時15分

　健診は、自分自身の健康状態を知り、生活習慣を振り

返る、年に１度のよい機会です。まだ受けられていない

方は早めに受診しましょう。（８月３１日(金)まで実施） 

納期限

８月31日(金) 町県民税 

後期高齢者医療保険料 

２期

２期

対象税目 期　別

乳がん検診（マンモグラフィ・視触診併用検診）■

３０歳代の方の乳がん視触診検診■

　６月６日、多度津町

母子愛育班連絡協議会

(森智美会長)主催行事

「みんな集まれ！にこ

にこ広場」を開催しま

した。

　小野弘子先生による

笑いヨガでリラックスした楽しい時間を過ごしました。

★母子愛育班では、親子で楽しく参加できる行事を通

　して、お母さんやお子さんが地域で笑顔で過ごせる

　ための仲間づくりを中心に活動しています。みんな

　で楽しく活動しませんか？

　加入希望の方は保健センターまでご連絡ください。

　６月８日、香川県社会福祉総合セ

ンターで行われた第４１回恩賜財団

母子愛育会香川県支部・香川県母子

愛育連合会総会において、多度津地

区の瀬野恵美子さんが地域の子育て

支援の活動を評価され、香川県支部

長表彰を受けられました。

　私たちの体には、暑くなると汗をかくなどで体温を

下げようとする調整機能が備わっています。しかし、

この調整機能がうまく働かなくなると、体内に熱がこ

もり、「熱中症」にかかることがあります。特に体温

調整機能が未熟な乳幼児や高齢者の方は、症状が重症

化しやすいため、注意が必要です。

◎気をつけたいのはこんな時！

（環境）気温が高い、湿度が高い、風通しが悪い、日

　　　　差しが強い　など

（場所）運動場や体育館、日陰のない場所、閉め切っ

　　　　た車中や室内 など

　　　　※室内でも熱中症にかかることがあります！

◎予防方法は？

・できるだけ高温多湿、炎天下での外出は控え、外

　出時は日傘や帽子を身につける。

・のどが渇いたと感じる前に水分摂取をする。

・通気性がよく吸汗・速乾性がある服装を選ぶ。

・食欲のないときは少量でもよいので、１日３食、

　規則正しく食べる。

◎熱中症の対処法は？　

・涼しい場所へ移動し、衣服を脱がし、体を冷やし

　ましょう。また水分や塩分を補給することが大切

　です。

めまい、立ちくらみ、大量の発汗、頭痛、吐き気など

の症状を感じたら注意が必要です。意識がない、返事

がおかしい場合は、直ちに病院へ行きましょう。

「みんな集まれ！にこにこ広場」楽しかったよ！■

熱中症にご注意ください！！■

お忘れではないですか？   
　特定健診・後期高齢者健診 

■

親子ですくすく、大きく育て！■

　　

●マタニティ教室

　【日時】８月２3日（木）／１３時３０分～１５時３０分

　　　　　『ママと赤ちゃんのための栄養教室・

　　　　　　　　　　お産の話とマタニティヨーガ』

　【日時】９月 ９日（日）／　９時３０分～１１時３０分

　　　　　『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』

●のびのび広場

　【日時】８月 １日（水）／　９時３０分～１２時

　【場所】健康センター１階　プレイルーム

●親子ふれあい広場

　今月は、ヘルスメイトさんと一緒に簡単クッキング。

　【日時】８月 ８日（水）／１０時～１１時３０分

※『のびのび広場』『親子ふれあい広場』では、お子様の

　体重や身長などの計測や、保健師・栄養士の育児相談も

　同時に行っています。

健康づくりセミナー　～健康生活を支援する教室～■

★表　彰★



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

町の人口町の人口
（７月１日現在　常住人口）（７月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（－52）
（－３９）
（－１3）
（－20）

２３，２６３  人
１１，４７２  人
１１，７９１  人
  ９，２４１世帯

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

■図書・新着のお知らせ

　    　　　　　　　　  ／学研マーケティング
　　　アマチュア、プロを問わず、スポーツの
　　試合やそこに至るまでの道のりには、ドラ
　　マチックな物語がある。
　　　スポーツ選手たちの感動エピソードを通
　　して、子どもたちに夢と勇気を与える感動
　　のノンフィクション。（全１２巻）

　　　　　　　　鈴木のりたけ／ブロンズ新社
　　　世界一高いタワーは こうしてできた！
　　設計士・鉄工員・エレベーター工・現場
　　監督・とび工・測量工・照明コンサルタン
　　ト他。タワーづくりの現場を、２年半かけ
　　て徹底取材ひみつや情報満載！

　　　　　　　　　　　　　　モリナガ・ヨウ／ポプラ社
　　　高さ400ｍの工事現場って どんなところ？つり荷が回転
　　しない技術って？クレーンはどうやって おりてくるの？鉄骨
　　は、全部で何ピース使われてる？ etc.
　　　この本を読めば、全部 わかる！

■８月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　８月１１日（土）   １４時～14時30分
　★おはなし会　『ライブラリーこぐま』
　　　８月１５日（水）　１４時３０分～１５時
　絵本の読み聞かせ、紙しばい、手あそびなどをします。

・・・・・・・・・・２３２冊
・・・・・・・・・・・・３，０３６人
・・・・・・・・・・・６，２７２冊

・・・・・・２３人

『スポーツ感動物語』

『しごとば　東京スカイツリー』

　    　　　　　　　　　　　　溝渕 利明　監修／ほるぷ出版
　　　　普段、めったに見ることができない工事現場。
　　　　（全４巻）

　　　　　　　　　　　　　　　　　／学研マーケティング
　　　　お仕事熱血ストーリー。
　　　　映画監督、獣医、カウンセラー、トレーナーなど、
　　　「社会貢献」をテーマに、困難を乗り越えた体験、
　　　仲間との協力、使命を感じた瞬間などのエピソード
　　　を紹介。（全８巻）

　　　　　　　　　　　　　

『見学しよう工事現場』
　～タワー・トンネル・ダム・橋～

『感動する仕事！泣ける仕事！』　

■６月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■多度津町立資料館　夏季企画展『戦争資料展』開催

● ●

●

●

『アンパンマン　アニメギャラリー』（全39巻）　　●

『図解絵本　東京スカイツリー』●

（関連記事……１２P）

●トーク＆すいとんの試食

　戦時中の苦難をしのばせる資料とともに、離れの和室に

おいて『八朔の馬節供（昭和３６年ごろ）の人形一式』を

展示します。

　男児の健やかな成長と出世を願う行事ですが、武運長久

の意味合いを含め、資料の一つとして展示します。

【開催期間】８月１日（水）～８月３１日（金）
【開館時間】９時～１７時（※入館は１６時３０分まで）
【休 館 日】毎週月曜日

　期間中には「トーク＆すいとんの試食」があります。

ご家族やお友達とご一緒に、ぜひご来館ください。　

【日時】８月４日（土）、１８日（土）
　◎トーク「戦争体験者が語る　戦時の生活」
　　　　　　１０時～１１時
　◎すいとん試食
　　　　　　１１時３０分～（先着４０名・無料）
【会　場】多度津町立資料館　１階ロビー　　
【問合せ】多度津町立資料館　☎３３－３３４３
　


